　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　
助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：○○○○年○月○日
事業ID：助成契約書に記載のID
事業名：助成契約書に記載の名称
団体名：団体の正式名称
代表者名：代表者　氏名　　　　印
TEL：○○○-○○○-○○○○
事業完了日：○○○○年○月○日

	事業費総額
	3,520,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	1,120,000円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	2,400,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績。700文字以内）： 
※助成契約書記載の事業内容（予定）と、事業完了時の事業内容（実績）を対照可能とするため、助成契約書と一緒に綴じている「事業計画」の事業内容欄を転記した上、体裁を変えずに結果を記入してください。
＜例＞

1.海の体験学習会の実施

(1)時期：○○○○年○月○日
(2)場所：東京都港区

(3)参加者：160 名（小学生80名、保護者80名）

(4)内容：海の生き物・仕事等に関するワークショップ、新聞作り等 

２.海の学習帳作成および配布

(1)内容：海に関する情報

(2)配布先：区内小学校等

(3)部数：500 部
2.事業内容詳細：
※上記１の詳細について、ご記載ください。別途報告書を作成されている場合は、それを添付いただければ省略可能です。
3.契約時事業目標の達成状況： 

※目標を複数設定している場合は、各目標ごとの達成状況を個別に記入してください。
【助成契約書記載の目標】
＊助成契約書と一緒に綴じている「事業計画」の目標欄の内容を転記してください

＜例＞

・学習会の参加者：150名 

・学習帳の配布先：区内全小学校

【目標の達成状況】
＜例＞

・参加者の達成状況：ｘｘｘ となった。
・学習帳の達成状況：yyy となった。
4.事業実施によって得られた成果：

5.成功したこととその要因：

6.失敗したこととその要因：
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：


事業成果物及びURL：
【成果物の名称】※作成した報告書、印刷物、ビデオなどの名称、部数を記入してください。
【成果物がアップロードされているCANPANのURL】
※成果物は公益コミュニティサイトCANPANにアップロードし、URLをご記載ください。なお、事情により、公開が困難な成果物に関しては、表紙のアップロードをお願いいたします。

http://fields.canpan.info/report/detail/99999
助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：2021年4月6日
事業ID：2019522696
事業名：海と日本プロジェクトin青森県
団体名：海と日本プロジェクトin青森県実行委員会
代表者名：太田守信 印
TEL：017-741-2237
事業完了日：2021年3月31日
	事業費総額
	25,700,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	0円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	25,700,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績：700文字以内）： 
①オリジナルイベント「青森・秋田わらしっこ対決 みんな知ってる海！」の実施
(1)時期：2020年11月22日（日）
(2)場所：青森県全域、秋田県全域
(3)参加者：5人（小学5年生5名）
(4)内容：青森県と秋田県とでリアルなオリジナルイベントを計画していたがコロナ禍により実施することが出来ませんでした。
この状況を生かし、今年ならではの番組化を実施。青森県、秋田県からそれぞれ5名の子供を募集し番組放送を行校と都市、番組司会者に人気芸人の小島よしおを起用。東京、青森、秋田をインターネットでつないだクイズ番組として、海が大好きな青森県と秋田県の代表者の小学生がそれぞれチームになり海に関するクイズやゲームで対戦。
子供達に海に関するさまざまな問題を出し、参加者だけでなく、番組を見ている視聴者に海に興味を持ってもらう内容としました。
②コラボイベントの展開

　1.うみぽすグランプリの実施 

（1）時期：2020年8月20日（木）
（2）場所： 青森テレビなど
（3）参加者：63作品の応募
（4）内容：県民から海をテーマにしたポスターや絵はがきなどの作品の応募を呼びかけ、
        優秀作品をエリア賞として選出いたしました。
　2.スポGOMI甲子園青森県大会の開催

（1）時期：2020年9月19日（土）
（2）場所：合浦公園海水浴場（青森市） 
（3）参加者：30名
（4）内容：高校生に海洋ごみ問題を自分ごと化してもらうため、「海と日本プロジェクト スポＧＯＭＩ甲子園」
と題し高校生を対象に全国25都道府県の代表を決めるスポＧＯＭＩ大会に、青森エリアとして
参加校の募集および実施場所の調整と、地方大会の運営サポート、大会の取材を行いました。
県内からは10チーム・30名が参加しました。
3.さばける塾の開催

（1）時期：2020年10月17日（土） 

（2）場所：青森山田高校調理科
（3）参加者：11名
（4）内容：さばける塾を開催し、参加者に魚をさばく体験をしてもらった。

③海応援動画の制作

（1）時期：2020年4月～2020年11月
（2）場所：青森県内
（3）内容：青森県内の海関連イベント等の取組の取材動画「海応援動画」25本の
制作・編集を実施した。

④プロジェクト訴求映像の制作

（1）時期：2020年5月〜2020年11月　計260回（3本制作、放送260回）

（2）場所：青森県内
（2）内容：青森県内のキーパーソンによるメッセージ動画3本の制作・編集を実施した。

⑤ニュースサイトの運営

（1）時期：2020年5月〜11月　計50回

（2）内容：青森県内の海の取組を50か所以上取材し、webニュースとして配信する
公式サイトの制作・編集を実施した。

（3）PV数：260,719（2021年3月31日時点）

2.事業内容詳細：
※別紙報告書参照
3.契約時事業目標の達成状況： 
【助成契約書記載の目標】
1.20以上の企業・団体に海と日本プロジェクトの｢推進パートナー｣に新たに登録してもらう。

2.エリア内の団体・企業とコラボレーションした企画を実施する
3.「海と体験する機会」「「海ごみ対策」等をテーマに15秒動画を各３本制作する。 
4.県内の海に関するイベントやアクティビティー等の2分程度の紹介動画を30本、もしくは20本以上総尺4,500秒以上制作する。

5.公式ウェブサイトにて、県内の海に関するニュースを50本発信する。
6.県の海が持つ特徴を子供たちが主体的に学ぶことができるオリジナルイベントを実施する。

7.海と日本プロジェクトにて全国展開する事業とのコラボイベントを実施する

【目標の達成状況】
1.推進パートナー登録目標20以上：25で達成

2.推進パートナーとの連携事例目標15ポイント：16ポイントで達成
3.各テーマの15秒動画を各1本制作：1本ずつ制作し、260回放送で達成

4.2分程度の紹介動画30本もしくは20本以上総尺4500秒以上の動画制作：25本総尺4,500秒達成
5.公式ウェブサイト記事50本以上６万PV以上：50本の記事と260,719PVで達成

6.子どもたちが主体的に学べるオリジナルイベント実施：実施済みで達成

7.全国展開する事業のコラボイベント実施：実施済みで達成

→1～7のすべてを達成
4.事業実施によって得られた成果：

事業として6年目を迎え、海応援動画、インタビューの制作、放送、ニュースサイトの運営を通じて、青森県内に事業内容を広く周知できたことはもちろん、これまでの事業でのつながりを通して、より深く伝えることもできた。また、プロジェクトを推進するパートナー企業、推進パートナーおよび自治体との連携事例も実施ことができ、商品開発やメニューコラボなどの面から、各企業、自治体とともにプロジェクトの機運を高め、一体感の醸成ができた。

5.成功したこととその要因：

オリジナルイベントに関しては、コロナ禍という異例の状況ではあったが、リアルイベントではなくリモート収録というチャレンジに向けて恐れず突き進んだこと、また、初の試みだからこそ失敗しないように3か月以上の時間をかけて準備したことが成功の要因と推察される。その結果、番組内容も好評で、海への興味も参加者、視聴者から得られることが出来たとように思っている。
他のイベントに関しても、イベントの中心に「子ども」を据えたことで、「いかにこども達に楽しんでもらえるか」と考えてイベントを考えたことが大きな要因と考える。

また、連携事例においては、委託先である青森テレビの県内営業力、発信力、影響力を十分に発揮できた事業であったと考える。
6.失敗したこととその要因：
オリジナルイベントの参加者が体調不良などの影響で、当日キャンセルが出てしまった。
今後は余裕も持って参加者の確保を務めることなどを考えなければならないと感じた。
また、子どもたちの成果をもっとオープンで集客の多い場で実施することで、このプロジェクトをもっと訴求できたのではないと考えるほか、昨年度の反省から、我々で主導してイベントを進めたが、逆に自治体（青森県）としっかり連携するべきだったと考える。
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：
本プロジェクト訴求活動を通して、６年目を迎え、徐々に浸透しつつあり、広がりを見せていると思う。
県内のトップランナーとして訴求できるように今後も活動を広めていければと思っている。



事業成果物及びURL：
【成果物の名称】

提出済みの報告書冊子、

・海に関するイベント応援動画20～30本(2～3分)
・プロジェクト訴求動画3本(15秒)
・公式サイトにおける掲載記事50本
・オリジナルイベントのチラシ、ポスター チラシ8000部 ポスター50部
・報告書
【成果物がアップロードされているCANPANのURL】

https://fields.canpan.info/report/detail/25119
代表者の押印がないと再提出になります。


ご注意ください。





＜記入例＞





進行報告書とは宛名が異なります。





進行報告書とは差出人が異なります。





①収支計算書の完了日付と合致させてください。


②全取引の履行を確認後、請求書を受理した日








